
- 1 -  

 

 

 

 

○日時 平成30年９月25日 午後２時13分開会 

○場所 委員会室 

○議件 

１．所管事務調査について 

（１）公共施設耐震化対策に係る現在までの取り

組み状況について 

（２）北海道胆振東部地震による停電に伴う対応

について 

２．その他 

───────────────────── 

○出席委員（８名） 

 委 員 長    金 兵 智 則 

 副 委 員 長    立 崎 聡 一 

 委 員    小田部   照 

            川原田 英 世 

            永 本 浩 子 

            古 都 宣 裕 

            松 浦 敏 司 

            渡 部 眞 美 

─────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────── 

○委員外議員（０名） 

─────────────────────── 

○傍聴議員（５名） 

            栗 田 政 男 

            佐々木 玲 子 

            田 島 央 一 

            平 賀 貴 幸 

            山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○説明者 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    後 藤 利 博 

 観光商工部参事監    二 宮 直 輝 

 建設港湾部長    石 川 裕 将 

 水 道 部 長    佐々木 浩 司 

 総務防災課長    岩 尾 弘 敏 

 総務防災課参事    石 井 公 晶 

 企画総務部参事    北 村 幸 彦 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    大 島 昌 之 

次     長    細 川 英 司 

総 務 議 事 係    早 渕 由 樹 

 

午後２時13分開会 

○金兵智則委員長 開会いたします。 

 本日の委員会ですが、所管事務調査として公共施

設耐震化対策に係る現在までの取り組み状況につい

てと、北海道胆振東部地震による停電に伴う対応に

ついて協議をいたします。 

 それでは、まず初めに公共施設耐震化対策に係る

現在までの取り組み状況について説明を求めます。 

○川田昌弘副市長 それでは、公共施設耐震化対策

について説明をさせていただきますが、ことし４月

に庁内に公共施設耐震化等対策室が立ち上がり、私

が室長に任命され、庁内メンバーとともにさまざま

な観点からこれまで検討を進めておりますが、本日

はこれまでの検討内容について、途中経過ではあり

ますが説明をさせていただきます。 

 まず、お配りしている資料１号をごらんくださ

い。 

 初めに、１の経過については、これまでも御説明

をしてきたところでありますが、平成25年の耐震改

修促進法の改正によりまして、大規模施設の耐震診

断及び、その結果を報告することが法律で義務づけ

られまして、当市では平成27年度に義務化の対象で

ある本庁舎、それから総合体育館、次の年28年度に

義務化の対象ではありませんが、大規模公共施設で

ある市役所西庁舎、市民会館、消防本部庁舎、これ

らの合わせて５施設の耐震診断を実施してきたとこ

ろであり、その結果としてはいずれの施設の耐震基

準を満たしていないことが判明をしたところであり

ます。 

 この結果を受け昨年度は、これらの施設に係る耐

震改修の工事手法の検討や概算工事費用の算出をし

たところでありますが、これら五つの施設とも建設

されてから相当年数が経過をしており、建物そのも

のの耐用年数の残り年数や改修工事の費用対効果な
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どを総合的に判断をした結果、現施設に対し耐震改

修を含む大規模改修工事を行うことは適当ではない

と判断したところでございます。 

 そして、今年度は４月に対策室が立ち上がり、公

共施設等総合管理計画の基本方針に基づいて、これ

まで精力的に議論を深めながら、各施設の機能を維

持するための実現可能な手法について検討を行って

いるところであります。 

 五つの施設の概要については、２の概要に記載し

ておりますが、１番新しい総合体育館でも建築から

41年以上が経過しており、どの施設も老朽化が見ら

れる状況にあります。 

 今年度の検討状況についてでありますが、まず、

議論の前提として、これらの公共施設の耐震化対策

については、早急に対応しなければならないと認識

をしつつも、現在の市の財政状況を考えると、全施

設を同時期に対応することは現実的に困難であると

いう点があります。 

 これは仮に全施設を建てかえすると、どのくらい

になるのかといった話になりますが、仮の条件とし

て、全ての施設を現在の面積と同じ面積で、今後予

想される単価で建てかえするとした場合、非常に超

概算でありますけれども、140億から180億円の費用

が想定されるということで、これは全く現実性がな

いということになりますので、ここはやはり優先度

を決めるという判断になりました。 

 優先度を決めるに当たっては、耐用年数、それか

ら施設の機能、代替施設の有無、こうした三つの観

点を主に検討を行うことといたしました。 

 ２ページをごらんいただき、上段の表は各施設の

残耐用年数、施設の持つ主な機能、代替施設となり

うる施設の有無、施設の課題や検討事項などをまと

めたものでございます。 

 こうした情報をもとに議論を進めているところで

ありまして、耐用年数の観点では、一般的に60年程

度とされている鉄筋コンクリートづくりの耐用年数

から、各施設の経過年数を引いた残耐用年数は、西

庁舎では、既に耐用年数に達しておりまして、次い

で本庁舎が残り７年となっております。 

 また、施設の機能としての観点では、市庁舎は災

害時における指揮系統機能と市民サービスなど、多

様な行政機能の最重要拠点として、市民の生活安全

に直結する必要不可欠な機能を有しており、加えて

代替となりうる施設が存在しないということなど、

総合的な観点から判断すると、耐震化対策に取り組

む優先度としては、まずは市庁舎を最優先とすべき

と考えているところであります。 

 なお、市庁舎の耐震化対策につきましては、代替

となりうる建物が存在しないことから、建てかえの

方向で考えることとなりますが、上段の表にあると

おり検討すべき課題がいろいろとありますので、こ

れらを整理しながら具体的な手法や機能などについ

ては、今後さらに検討を進めてまいります。 

 また、市庁舎以外については、それぞれの施設に

おいても検討すべき課題がありますので、これらの

課題整理を行うとともに、現状の機能を最低限維持

するための施設管理を行いながら、今後も継続して

検討を行ってまいりたいと考えております。 

 次に市庁舎についてでありますが、地方公共団体

の事務所の設定、または変更については自治法にお

いて、住民の利用に最も便利であるように、交通の

事情、他の官公署との関係等について、適当な考慮

を払わなければならないというふうに規定されてい

るところであります。 

 このため建設位置については、市の上位計画の方

向性や各種施策との整合性を図るとともに、さまざ

まなシミュレーションを行いながら、建設候補地を

選定していきたいと考えております。 

 建設候補地としては現在地のほか、都市計画マス

タープランで都市拠点として位置づけしております

中心市街地区、そして高台地区の三つのエリアで活

用可能な用地を選定し、メリット、デメリットなど

を明らかにしながら、比較検討を行ってまいりたい

と考えております。 

 以上、公共施設の耐震化対策について、現時点に

おける市の検討状況を中間報告という形で説明をさ

せていただきました。 

○金兵智則委員長 ただいまの中間報告に対しまし

て、質疑ございますでしょうか。 

○松浦敏司委員 おおよそ理解をいたしました。 

 ただ、この方向性、一定の方向性は一定の時期に

しなければいけないと思うのですけど、大まかな目

安としてはどんな感じになるのでしょう。 

○川田昌弘副市長 建設のスケジュールも含めた具

体的な市の考え方というのは、今年度中におおよそ

の方向性を出したいというふうに思っています。 

 そして、そのおおよその方向性をもとに、さらに

市民の御意見だとか議会の議論、質疑等を受けて、

31年度中には、おおよその骨格ができるんではない

かなというふうな、そういったスケジュールでおり
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ます。 

○松浦敏司委員 全体の概算でいうと、この五つの

施設をやれば140から180というふうなことでありま

したけども、例えば本庁舎の、いわゆる市役所その

ものを建て直すといった場合は、それも大まかです

けれども、どのくらいになるのでしょうか。 

○川田昌弘副市長 これについては本当に、面積だ

とか複合機能をどうするかなど、さまざまな要素で

変わってきますので、なおかつ建設の物価の上昇率

だとかですね。 

 そういったことも含めると、今ここでその具体、

その金額を明らかにすることが正直できないです

し、その金額がひとり歩きするというのも避けなけ

ればならないということで、そこは御了承いただき

たい。 

○松浦敏司委員 理解しました。 

 まちなかにつくるとすれば、当然、災害時の避難

といった避難ビル的役割とかいろいろありますし、

その辺はなかなか悩ましく、高台地区にしても、ま

ちなかにしても、十分土地がないというのが悩みど

ころだと思いますが、ぜひ市民の声もしっかり聞い

て取り組んでいただきたい。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 もう近々の課題ということで、こ

ういった耐震年数とか見ると、本当に急がなければ

いけないものだということは、私もよく理解させて

いただいております。 

 そしてまた、市民の皆さんからも本当に特に本庁

舎は大丈夫なのかっていう声もよく聞くようになっ

ておりまして、当然今の説明からも、市民の皆さん

の声もきちんと聞いてというお話がありましたけれ

ども、市民の皆様からの声はどのような形で聞く予

定になっているのでしょうか。 

○川田昌弘副市長 今年のまちづくり住民懇談会

で、この耐震公共施設の耐震診断結果について御報

告をさせていただきました。 

 これまで９地区のうち８地区終わっております。 

 その中で、やはりその耐震の指標、指数っていう

んですか、Ｉｓ値のお話もさせていただいて、やは

り非常に大規模地震があったときに、倒壊する危険

性が高いということも説明させていただきまして、

市民の方からは、取り組むということに対して反対

の意見はありませんでした。 

ただその優先順位とかいろいろ、そこはいろいろ

議論がこれからあるということで、その時には、市

のほうで優先順位を市庁舎を優先しますというお話

はしていなくて、あくまでその耐震診断、五つの施

設はこういう結果でしたという説明をさせていただ

きました。 

 その中では、やはりそこは市庁舎早くやれと。 

市庁舎が何かその有事の際には、市庁舎が命令系統

があるのだから、そこを先にやれという御意見も伺

いましたし、その公共施設の耐震化を進めるという

ことに対して反対という意見はありませんでした。 

 ただ、具体的な話をまだできない状況で、診断結

果だけの質疑だったものですから、そこは具体的に

まだ、住民の方の意見を十分に聴取したということ

ではないので、今年度中に基本的な考え方を整理し

て、来年度また同じような住民懇談会だとか説明会

を開催して、市の考え方を説明していきたいという

ふうに思っています。 

○永本浩子委員 そういう流れでということで理解

させていただきました。 

 先ほど松浦委員のほうからお話があったように、

多分、建てかえることには、皆さん十分この市庁舎

が古くて危ないというのは認識されているので、建

てかえということには、本当に多分反対の要素はあ

まりないのではないかと思うのですけど、１番問題

はどこに建てかえるかという、そこが本当に私も悩

ましいというのは、本当にその実感があるところで

その辺のところ、本当に良い形で皆さんの声をしっ

かり聞きながらやっていただきたいということを、

市のほうも悩ましいというのは十分同じ条件かと思

いますけれども、お願いしておきたいと思います。 

○金兵智則委員長 次、ございますか。 

○川原田英世委員 状況はよくわかりました。 

 時間的にも限られた中で、これからいろんな決定

をしていかなくてはいけないのだなというふうに思

います。 

 本庁舎から先にという、市役所の機能から先とい

うことでその考え方も、よく私も同じふうになって

いくだろうなと思っていましたし、建てかえという

選択肢にしかなりを得ないのかなというふうに思っ

て考えていましたけども、ぜひ、ここでもう一つ検

討してほしいのが、民間との関わり方だと思いま

す。 

 それと、他の役所以外の自治体機能というか、例

えば公共交通、バスセンターも古いじゃないかとか

いろんな意見もあると思います。駅はどうなんだと

かですね。 
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 そういったところもいろいろと含めて検討いただ

きたいと思います。 

 自治体によっては、医療や介護などの施設も市役

所と隣接してだとか、そういうことをやっていると

ころも、町の規模にもいろいろ検討の仕方もありま

すし、さまざまなそういったことも検討しながら、

ぜひ進めていただければなというふうに思います。 

 これはただ意見ですので。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

なければ、この件につきましては、ここまでの現

状について報告を受けたというふうにさせていただ

きたいと思います。 

 続きまして、２項目めの北海道胆振東部地震によ

る停電に伴う対応についてであります。 

 この件につきましては、９月10日の総務経済委員

会で報告を受けておりますが、その後の調査結果に

ついて説明を求めたいというふうに思います。 

○岩永雅浩企画総務部長 正副委員長との打ち合わ

せの中で、こちらから特に具体的にこうこうこうと

いう説明がなかなか難しいものですから、お気づき

の点があれば御質問していただいて、それに対して

お答えをするという形で進めていただきたいという

ふうに思います。 

 各部では、停電による影響と対応、あるいは今後

の課題と、どうしていくのかということについてま

とめていますが、関係のところに聞き取りをしてい

ますけれども、相手先をまだ十分に、例えば被害額

をまとめていたりとか、要望をどうしたらいいのか

っていうあたりが正確に整理されていないという状

況がありまして、我々が持っている基礎資料につい

ても、その暫定の状況だということについても御理

解をいただければというふうに思います。 

 また、前回10日の委員会で話をしておりませんで

したが、消防へ全国広域の協定に基づく所員派遣の

要請がありましたが、これについては最後、その時

点で探していた方の安否がわかって、御遺体で見つ

かったということがありまして、それについてはキ

ャンセルになって派遣がされなかったということに

ついて、お知らせをさせていただきたいと思いま

す。 

 また、現在、被災市町村への職員派遣が求められ

ておりまして、オホーツク管内からは約60名の派遣

が要請されて、網走からは現在６名の職員が、安

平、厚真、むかわ、いずれの自治体に派遣されるか

も、どんな仕事をするのかも全く示されていません

が、まず、６名、10月１日から５日までの５日間、

派遣をするということで今準備を進めております。 

 状況変化としてはその程度です。 

○金兵智則委員長 委員の皆様から何かございます

でしょうか。 

○松浦敏司委員 私もざっとしか聞いたことないの

ですけども、例えばスーパーあたりでは、冷凍関係

が相当解けてしまったとか、あるいは商店街の中で

も、いわゆる冷凍食品を扱っているところで相当

数、売り物にならなくなったというような状況も聞

いていますけども、その辺はどんなふうに把握をし

ているでしょう。 

○後藤利博観光商工部長 私のほうからは、市内全

般のスーパー、コンビニエンスストア、飲食業など

を扱っている事業者の調査結果の報告をさせていた

だきます。 

 まず最初に、９月７日の日の調査でございます。 

 これは１日目で一部市内に通電がございまして、

その後オープンをしたところもありましたので、こ

こは若干聞き取りをしておりますが、全体としまし

ては、物資の流通が途絶えているということで、先

日まで在庫として管理できていたものだけで開店を

しているという状況でございます。 

 在庫品はカップ麺、飲食品等でございまして、他

の日用品等はほとんどない、特に御飯類については

ほとんどなかったという状況を聞いております。 

 次に、９月９日、10日の調査によるものでござい

ます。 

 市内スーパーだけで停電被害による生鮮食品、ア

イス類などの廃棄で、推定でございますけれども

1,500万円以上を超えるのではないかというふうな

数字になってございます。 

 それから飲食業、生鮮食品、海産物を扱っている

事業者においては、自己で発電機を確保し、影響を

最小限に抑えた店舗が数軒ございますが、中には水

槽を利用している水産物など扱っている事業者や、

冷蔵庫の保管の商品などについては、大量の廃棄、

または飼料会社への提供ということで処理をしてい

る事業者がございます。 

 コンビニなどにつきましては、他地域から物資の

流通をしている事業者においては、通電はしたもの

の商品の流通がほとんどなく、通常の営業状態に戻

る日数等も予測がつかないということの報告を受け

ております。 
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○松浦敏司委員 わかりました。 

 それであと農業、畜産関係で言いますと、中標津

あたりであれば、相当乳房炎とかあったり、あるい

は１割近く死亡したっていう農場もあったという報

道もありまして、網走市内における畜産農家によ

る、そういった影響っていうのはどのぐらい出てい

るのでしょう。 

○川合正人農林水産部長 酪農関係でございますけ

れど、停電があったということで搾乳のほうが、や

はりできなかったという農家が大勢いました。 

 中には発電機も持っているとこもございましたの

で、搾乳もしてバルクーラーにも入れてきたという

ところもありますし、ただ乳牛の工場のほうが受け

入れの停止しておりましたので、やはり搾乳しても

運搬できないということもありまして、網走市の酪

農家のほうでは約27トンほど、廃棄処分してござい

ます。 

 また飼料等を調整しながら牛のほうに制限をしま

して、乳量を抑えて搾乳しなかったということもあ

りまして、乳房炎にかかる牛もいまして、私のほう

で調査したとこによりますと、32頭の牛が乳房炎に

かかっているということで、この分は今でも出荷で

きないような状況になってございます。 

○松浦敏司委員 私も聞いたところでは、大きな発

電機、それも100万以上する発電機を持っていると

ころでは何とかできたっていう話は聞きました。 

 ただ、なかなかそれを持っている酪農家はいない

のでしょうけれども、それがないところは結局はこ

うならざるを得ないということで、一度に乳房炎に

なると相当数出荷できないという点でも大変な影響

があるのだろうと。 

 あと、例えば、中には24時間酸素吸入して、寝て

いるときも酸素吸入を受けている方も一定数網走に

もいるのだろうと思うのですけども、それが突然電

気がとまることによって、何らかの死亡例は聞いて

ないのでないのだろうとは思うのですけども、私の

聞いた例では、例えば睡眠時無呼吸症の人から話は

聞いたのですけども、寝ている最中突然は息ができ

なくなって、目が覚めたという人がいました。 

 目が覚めればいいのですけども、そういった事故

がなければいいとは思うのですけど、そういったこ

とは聞いていないということでいいのでしょうか。 

○岩永雅浩企画総務部長 消防本部からの情報提供

でございますけれども、医療用電源が不足した在宅

医療者、あるいは、人工透析の患者等に対応してい

る病院などがあったというふうに報告があります。 

 その対応として救急出動が10件ございまして、在

宅医療の急病が３名、停電のもとで転倒した事故が

１件、交通事故が１件、それから人工透析等の病院

間の転送が５件、これの対応を消防本部で行ったと

いうことで、それによって人命が失われたとか、そ

ういうことは報告がございません。 

○松浦敏司委員 この時代に、私の住む地域は駒場

でしたから、40時間停電を経験しましたけれども、

やはり北電が危機管理といいますか、こういう状況

は想定していないからこんなことになってしまった

んだろうと。 

 それと、何かが起きたときにこうならないための

方策は、尐なくとも北海道の中に幾つかのエリアを

つくっておいて、何かあったときは対応できるよう

なそういうシステムをつくるべきだと思います。 

 東日本大震災、熊本地震、大阪の地震も含めて全

面停電というのは、日本で初めてというふうにも聞

いています。 

 それくらいさまざまな複合的な要素があって、停

電になったという点で、酪農家の中には、これはも

う天災でなくて人災だというふうに強く言う人もい

ました。 

 そういう意味では、北電のどの辺まで責任を問え

るかというのはよくわかりませんけれども、網走だ

けでもこれだけ影響を受けているという点では、北

電に対してはですね、猛省を促さざるを得ないなと

いうふうに私は強く感じているところであります。 

 以上です。 

○永本浩子委員 今、さまざまな被害状況ありまし

たけれども、私も網走漁組のほうで被害状況をお聞

きしてきたのですけれども、漁組のほうもやはり６

日が停電になってしまったということで、要する

に、市場も加工場も停止しているということで、結

局、幾ら魚がとれても、それがやっぱり販売処理が

できないということで、マスが31トン、サケが９ト

ンを身売り処分にしたっていうことだけで、これだ

けでも1,500万から1,600万ぐらいのマイナスになっ

て、その後も操業ができないということと、あと、

定置には、操業期限があるのでそちらを優先させて

もらったので、ホタテとかホッキ、カニ、タコ類と

か、そういった方の操業を遠慮してもらって処理で

きる分をそのサケ、マスのほうに回させてもらった

りとかっていうことで、損害額はかなりもう計算で

きないくらいとお話は聞いてきたのですけれども、
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市としては、漁業関係に関してはどれぐらいの被害

を掌握しているのでしょうか。 

○川合正人農林水産部長 漁業関係についてでござ

いますけれど、まず網走漁協のほうで聞き取りをし

ました結果ですが、地震の起きた当日、６日です

ね、地震が起きまして、出航が中止できるものにつ

いては中止していただいた。 

 ただ、サケ、マスの定置、小型定置のほうが、も

う、船が沖に出ておりましたので、そこは中止でき

なかったということで、やはりそのマスとサケの廃

棄処分、今委員のおっしゃったとおりあったところ

です。 

 この分についてはハイミールのほうで、飼料とし

て処分したというふうに聞いてございます。 

 また、あとマスの定置のほうなんですが、当初９

月６日までということだったんですがこの地震と停

電等もありましたので、この件につきまして10日ま

で延長して漁のほうができたというふうに聞いてお

ります。 

 あとサケ定置のほう、網入れのほうは予定どおり

解消しておりまして、12日には完了をして、今、漁

もしているところです。 

 漁船のほうは６日、７日と中止をしたということ

で、それに伴いまして加工場のほうも、冷凍庫、受

け入れしても処理ができないものですから、加工が

できないものですから、加工場のほうも休みになっ

たことと冷凍室の関係もあったんですが、冷凍室停

電になりますと、そのバックアップの電源もないと

いうこともありまして、やはり皆さん非常に心配を

していたところだったんですが、冷凍庫のほうを開

けないという措置で何とかしのいでということで、

今回、40時間～48時間、2日間ぐらい、その冷凍物

の劣化を免れて、そのまま被害がなかったというふ

うに聞いております。 

 全体的な被害状況っていうのは、金額等について

は、私のほうでも把握はしておりません。 

 また西網走漁協のほうでもですね、シジミをとっ

ていたんですが、その卸しのほうが、全部閉まって

おりましたので、そのシジミはまだ捕ったままでし

たので、また網走港のほうに戻してリリースして大

丈夫だったというふうには聞いてございます。 

○永本浩子委員 本当にそれぞれ、こうせっかく捕

ったタコをまた戻したりとか、シジミをまた戻した

りということで、工夫してしのいでということで、

本来だったら、漁ができればそれがお金に変わった

のが今回、こういった形でかなり金額にどのように

換算したらいいかわからないような被害も出ていた

っていうことで、私も停電ということが、たった１

ないし２日の停電がここまで大きな被害になるんだ

なっていうのを改めて感じさせていただきました。 

 そしてまた隣の自治体のその下水処理の件で、網

走のほうにも、マンホールポンプで圧送できないと

いうことで、女満別のほうのマンホールからあふれ

てしまうので網走に流させてもらいたいって要請が

来て、結局網走も同じ状況なのでお断りした結果、

河川のほうに流されてしまったっていうことで、漁

協としては、なぜこういう結果になるんだっていう

のを、ちょっとお怒りの声をいただいたのですけれ

どもこの件に関しては、どういった経緯でそういう

ことになったのか、説明していただけるとありがた

いです。 

○佐々木浩司水道部長 今回、大空町からうちのほ

うに流入している汚水の関係ですけど、平成23年の

東日本大震災以降の計画停電に備えて、その停電が

発生した場合にどこにどれだけの規格の発電機を設

置すればいいかということは、その当時から設定さ

れていて、使わないですけど実際に設置したことも

ありました。 

 しかしその時点の規格の発電機が、今、７年たっ

た時点で、リース会社のほうに同じ規格があるかと

いうことで、ずっとそれをキープするのにそれだけ

のレンタル料払ってるっていうことにはなりません

ので、実際に、大空町と網走市のほうで早急に発電

機のほうを手配したんですけど、全体としてはその

数を確保できなかったと。 

 その関係で、どこか部分的にかければ流れるとい

うものではないので、全体からセットされてないと

どこかで噴いてしまうと、そういうような状況でし

た。 

 網走市の場合、汚泥吸引車、バキュームですけ

ど、それで確保できないところについては、汚水を

くみ取って、浄化センターなり自家発のあるポンプ

場のほうに流すという形で対応していたのですけ

ど、最終的には大空町のほうはそれで間に合わない

といいますか、流す場所がそれでは対応できないと

いいますか、そういう形で河川のほうに放流された 

ということになってしまいました。 

うちは直接断ったというか、状況については、そ

ういう状況なので流すにしてもうちのほうで受け入

れる分だけっていうのですか、バキュームで処理し
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ている分だけしか処理できない状況は伝えましたけ

ど、断るというかそういう状況というか、そういう

あれではないのですけど最終的には、流下能力かな

り落ちてますのでそういう状態で判断されたのだと

思います。 

○永本浩子委員 網走が断ったから責めてるとかそ

んなことではないのですけども、断ってはないと思

うのですけども、女満別のほうでは網走がとったよ

うなこのバキュームカーを使ってくみ取りをしてと

いう、そういった対応はやっぱりできなかったって

いうことなのでしょうか。 

○佐々木浩司水道部長 バキュームについても、う

ちのほうでは浄化センターの維持管理事業者の中

に、その専門の業者がいますので優先的に台数を確

保して、今回対応してもらったという経過がありま

すけど、管内にもそんなにたくさんある車種ではな

いものですから、それを確保するとなると難しかっ

たと思います。 

 あと、大空町のほうとしては、うちでそういう受

け入れができないときには、貯留槽というのも別に

設けているのですが、それも、今回その停電の時間

が長びくことによって、それを備えた中ででも対応

できなかったと、そういう状況になっております。 

○永本浩子委員 私も、隣のその自治体とのそうい

ったやりとりがあったというのを聞いてちょっとび

っくりはしたのですけれども、考えてみたらやっぱ

り土地がつながっていますので、そういったことも

想定されるのだなと思って、今後、こういったこと

が起きたときには、やっぱり網走市内のことだけじ

ゃなくて近隣自治体とも非常時の対応の取り決めと

いうのが必要なのだなということを感じたのですけ

れども、この点はいかがでしょうか。 

○佐々木浩司水道部長 大空町さんのほうも今、今

回の件について、環境調査ですとか、その辺いろい

ろ忙しいそうで、今後の対応については、これから

協議させていただくことになっているのですけど、

その中では発電機をお互いに、どういう形で、交付

金を使って備蓄できるかどうかと、そういう検討も

あるでしょうし、今の貯留槽の容量を大空町さんの

ほうで大きくしていただくだとか、その辺協議して

いかなければいけないと思うのですけど、その中

で、今回のような公共用水域に汚水が放流されるよ

うなことがないような形で検討させていただきたい

と思います。 

○永本浩子委員 ぜひ、そういった今回こういうこ

とがあったということで、今後に生かしていただき

たいと思いますし、先ほどの話だと、東日本大震災

のときに、いろんな形で発電機の設置とかをしたけ

れども、７年たった段階でそれがフルに使える状況

ではなかったと、いうことだったかと思いますけど

その点はいかがでしょうか。 

○佐々木浩司水道部長 計画停電にあわせて、そう

いう形でどこにどの規格の発電機を置くとかいう計

画を立てて、実際には使わなかったのですけど、リ

ースを払って設置した経過もありました。 

 しかし今現在そのリース業者さんというのは、自

分のとこでずっと置いているわけでなくて、その支

店なり営業所なりで回すものですから、今の時点で

各リース業者にその規格のものがどういうふうな形

で配置されているかというのは、その時点じゃない

と実際わからないものですから、今回については、

発電機については確保できなかったと、そういうよ

うな状況になっています。 

○永本浩子委員 なかなか難しい問題だなというふ

うに思います。いつこういったことが、まさか網走

で起きると思ってなかったというのが正直なところ

なのですけれども、こういったことも起きてみて明

らかになったということで、ぜひ今後の対策をリー

ス業者さんともよく相談しながら何か良い対策を考

えていっていただければと思います。 

 また、５階以上の建物というのはポンプで水をく

み上げないとやっぱり水が出ないということだと思

うのですけれども、指定管理になっているところ

が、なかなかそこら辺の対応がうまくできなかった

という話も尐し耳に入ったのですけれども、こうい

ったところはどうなのでしょうか。 

○石川裕将建設港湾部長 道営住宅のことをおっし

ゃっているかと思うのですけども、今回、道営住宅

の一部でポンプがとまりまして、受水槽に水が上げ

られなかったというような状況が発生をしまして、

これは後から聞いたところなのですけれども、振興

局のほうで、南コミセンに水がありますという広報

を行ったと。 

 これは９時ですから、大分時間がたってのことだ

ったというふうに思ってます。 

 これは道営住宅なものですから、私の管轄の外で

なかなか指定管理者に直接連絡するということがで

きなかったのですけれども、市民の皆さんの利便性

ということなので、次回こういうことがあれば、そ

ういう方向で、道営住宅についても確認をするよう
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なことで対応してまいりたいなと思います。 

○永本浩子委員 市の管轄ではなくて道営住宅なの

で、振興局のほうの管轄になる話なのですけども、

市民の皆さんがそういう思いをされたということ

で、教訓になって、指定管理のところもこの後はき

ちんと対応できるかと思いますけども、そういった

ところも市としても対応していくことを念頭に入れ

ていただくことも大事かなというふうに思いまし

た。 

 また、ある企業の社長さんから今回、自分のとこ

ろで使っている発電機を、仕事で使っていたのをと

めて、水をくみ上げるために向陽のほうまで運んで

断水にならないようにやってくださったという話も

聞きまして、市のほうからもお礼の電話をいただい

たっていうことだったのですけれども、こういっ

た、すぐ動いてくださるご厚意に甘えているという

のでは多分いけないのだろうなと思いまして、こう

いったところは、やはり市としてはその企業の方が

動いていただくまで手は打てなかったっていうこと

になるのでしょうか。 

○石川裕将建設港湾部長 発電機を有している建設

関連業者さんということにとなるかと思うのですけ

れども、我々の市内の建設関連業者さんの団体であ

ります網走市網走建設クラブというのがあるのです

けど、そこと災害協定結んでおりまして、災害の際

には、優先的に対応していただけるということなの

ですけれども、先ほど水道のほうの話もありました

けれども、今、発電機を自社で所有しているという

のがなかなかなくてですね、大体通常はリース屋さ

んから借りるということなりますので、先ほどと同

じような対応になるかと思うのですけども、もし、

所有している業者さん等ありましたら、そういうと

ころで優先的に配置してもらってのことは可能だと

思いますので、そこら辺の対応は、考えていきたい

と思います。 

○永本浩子委員 ぜひ、そこまで気がついて即、動

いてくださったっていう、そういった方がいるとい

うことは本当にありがたいことだなと私も思いまし

たので、平常の時からそういった形でまた話し合い

なり、そういったお願いができていればまたもっと

スムーズに行くかと思いますので、その辺はよろし

くお願いしたいと思います。 

○佐々木浩司水道部長 今の受水槽設けている施設

の関係でなんですが、今回は、その受水槽でポンプ

を使っているところで水が出なくなったということ

で、その受水槽の構造にもよるのですけど、実際に

直圧で、地下の受水槽に入ってから、ポンプで上の

受水槽にくみ上げておろしているようなところとい

うのは、下の受水槽のところに直圧で水が来ている

場合、そこでとれるということも一つあるのです。 

 そういうのもありますので、そういうのが使える

のであれば、わざわざ給水場に来ていただかなくて

も、そこで対応をしていただけると。特にこれから

寒くなるときには有効だろうということで、それと

あと、万が一、発電機に切りかえるのであれば、ど

れだけの容量が必要なのかというのを、今のうちに

水道屋さんなり、電気屋さんに見てくださいという

ことで、今うちのほうでその文書をつり、初めに今

10トン以上の大口の受水槽持ちのところが40件なの

ですが、そこに９月20日にもう郵送しています。 

 それで、そういう形で対応をするような形で準備

を進めてくださいという周知の文章はもう郵送させ

ていただきました。 

 あと、10トン以下の小さな受水槽お持ちの方につ

いては、今、受水槽の現況調査という調査もしてい

ますので、その中で情報提供するなり、11月の銀嶺

水の中で、こういうことを対応するようにしてくだ

さいということで、施設の設置者のほうには周知さ

せていただきたいと思っています。 

○永本浩子委員 ぜひそういった形の対応をよろし

くお願いいたします。 

 あと、今回回って見たときにいろんな方から言わ

れたのが、本当に何か情報が混乱して、ああいう状

況だったので、正しい情報っていうのも難しい状況

だったのかなとは思うのですけれども、断水になる

っていう情報が流れて、私もくみましたけど、みん

な一斉に水をくんで、一斉にくむからまた良くなか

ったり、１週間停電が続くだとか、いろんな情報が

流れてきて、ちゃんとした正確な情報を流してもら

いたいっていうことをいろんな方から言われたので

すけれども、先ほどの一般質問の中の答弁でも、今

度ＦＭ局を通じてというお話もありましたけれど

も、この辺はそういった声が結構市にも来ていたの

ではないかと思うのですけど、いかがでしょうか。 

○岩永雅浩企画総務部長 御指摘のとおり、情報提

供の出し方についての御指摘については、庁内外か

らいただいています。 

 今回特に反省しているのはお知らせメール＠網走

からの情報発信ができなかった、登録をされている

にもかかわらずですね。 
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 それから、今回、同時に起きたのでわかったので

すが、網走の今のシステムでは、専用配信のサーバ

ーのログインを外部からできないというふうにずっ

と説明を受けていてやっていなかったのですが、実

は、紋別だったと思うのですが、それができていた

ということがわかって、今、なぜできたのか、うち

が今までできなかったのは、何が原因なのかという

のを業者の方も含めて、今改善する手続をとってい

ます。 

 それ以外のフェイスブックとツイッターについて

は、外部からログインできる方法がもともとありま

したので、それでもうそれ二つに頼って情報提供し

ていました。 

 また広報車も走らせましたが、それもアンプの容

量なのかラッパの向きなのか、あるいはとめてしゃ

べるということが徹底されていないのか、それから

広報文章が長いのか、いろいろ確認事項はもう山と

いうほどあるのですが、それについての改めての検

証もしなければならないというふうに思っておりま

す。 

 いずれにしても複数で情報提供をしなければなら

ないということについては、これまでの災害の中で

も身にしみていますので、そこを正確にやっていき

たいと思います。 

 ただ、今回は先ほども最初ありましたが、北電さ

んからの情報提供が受け手の機械も動かなくなって

いるというのもあるのですけれども、なかなかそこ

が難しかったなというのが実態でした。 

○永本浩子委員 いろいろ混乱している中なので、

でも今回のことでいろんなことが発見できて、次の

対応っていうことが一歩進んだのではないかと思い

ます。 

 何にしても正しい情報というのは大切なことだと

思いますので、ぜひ、その辺よろしくお願いしま

す。 

 あと、これは市に言うことではないかと思うんで

すけど、結構いろんな方から、網走はメガソーラー

がたくさんある会社が来てくれてたくさんメガソー

ラーで発電しているのに、何で回してもらえないの

だとか言われたところがたくさんありまして、私も

これは、市というよりは党のほうで道とか国に要望

したい事項という、上げてほしいということだった

ので党のほうに上げたのですけども、北海道はメガ

ソーラーもあれば、風力発電やっているところもあ

れば、それがいろんなシステムで直に地元にとはす

ぐにはならないのは多分当たり前なんだと思うので

すけども、こういう非常事態になったときにせめて

この病院とか、先ほども話があったように透析の患

者さん、移送して、だけどもしかしたら足りなくな

るかもしれないというので、非常に病院側としても

大変な思いをされたということがあったので、せめ

てその拠点病院にはそういった事態には、メガソー

ラー発電していた分を流せるようなシステムが北電

と相談してできるようになるといいなと思って、私

としましてはそういう要望させていただきました。 

○古都宣裕委員 各被害についてはいろいろ話があ

りましたけれども、観光業について、あのあと、ま

ず、直接網走とそこまで離れていて関係はない部分

かなと思ったのですけれども、なかなか全道的にキ

ャンセルも相次ぎまして、また持っていた食材等も

だめになったり、食品卸業者さんのほうにも被害が

たくさんあったと思いますけれども、その辺どのよ

うになっているのかご説明願います。 

○二宮直輝観光商工部参事監 観光関連ということ

での御質問でございますけれども、観光関連と言い

ますと、宿泊施設あり、観光施設あり、それから運

輸機関ありとこういう多方面にわたっておりますけ

れども、まず宿泊関係からお知らせをさせていただ

きますと、９月の10日の日に各施設の聞き取りをさ

せていただきました。 

 この混乱の中ということでもございましたので、

網走の大手と一定程度湖畔地区、市街地区のホテル

９施設を抽出をさせていただいて、聞き取りをさせ

ていただきました。 

 おおむねこの９施設で９月の昨年、一昨年の宿泊

ペースでいうと大体、全体の市内の宿泊の73～74％

を大体占めるボリュームと、こういうことでござい

ます。 

 その結果、施設側も混乱ということもございまし

たので、報告も人数ベースあり、件数ベースあり、

対象期間も一部施設は、９月中とこういうような対

象期間の報告もいただいたりということがあったの

で一様ではございませんけども、おおむねそうした

中で、件数ではおおむね2,500件程度のキャンセル

の報告をいただいていると。 

 これも１件ですね、１名の個人もあり、団体も１

件で30名とこういうのもありますので、実際その人

数ベースでということなると正確な数字ではござい

ませんけども件数ベースではそういった件数であり

ますので、この28年と27年度のおおむね９月の市内
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の宿泊実績を見ますと約４万名から４万1,000名の

間の数字でございますので、かなりの影響が出るだ

ろうというふうに考えています。 

 今後、今月中もう間もなくでございますが、９月

の宿泊実績の一定程度の数値報告もとれ、それに合

わせて施設さんにはですね、この震災停電の影響等

のもう尐し踏み込んだ調査、報告をいただこうとい

うことでございます。 

 そのほか、運輸機関などでございますけども、市

の観光協会に加盟している２社のバス会社さんで、

震災停電の影響で約92本のツアーキャンセルがあっ

たと。 

 大手の旅行会社さんも、翌週11日、12日出発くら

いまでツアーの中止をする。 

 航空会社さんも、北海道の方面の旅行の取り消し

料の減免という対応をされましたので、そういった

部分で旅行会社の取り扱い、あるいは航空会社の取

り扱いでキャンセルが発生したものと思っておりま

すけども、92本のキャンセルということでございま

す。 

 それから、観光施設というところで見てみます

と、市内の観光施設、大手の施設、流氷館、網走監

獄なんかございますけども、こちらも団体、それか

ら個人ということもありますが、おおむね９月６日

については臨時休業ということです。 

 翌日からは一応正常、７日以降は正常営業に再開

をしたわけでございますけれども、おおむね10日ま

での聞き取りまでに、当施設系では昨年からの比較

でいうと約5,000名くらい落ち込みがあったと。 

 そのうち団体が1,200名程度と、このような報告

をいただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○後藤利博観光商工部長 観光関連に付随して飲食

業、それからお土産店などの今後の対応でございま

すけれども、キャンセル等も多くなってきていると

いう状況で、現在、網走市中小企業振興資金融資制

度の中にございます経営安定資金の融資枠の中に、

このたびの停電の影響による経営安定が厳しいよう

な方についても、融資対象者の枠とできないかとい

うことで、現在金融機関と協議調整を進めておりま

す。 

 現在、内諾はほぼ得られておりますので、早急な

手続を開始し、10月からは受け付け開始できるよう

にしたいというふうに考えてございます。 

○古都宣裕委員 夜の町のほうを歩いていても、先

週末ぐらいからはちらほらと歩くような人も戻って

きたのかなと思いますけど、それまでがものすごい

人が尐なくなっているのが、もう目に見えてわかり

ましたし、そういった部分で今現在、倒産ないし、

もう閉めようというような形で動いているような企

業さん等が、飲食店等があるかどうかというのは把

握されているのでしょうか。 

○後藤利博観光商工部長 その件について、直接市

のほうにはないですけれども、商工会議所とか金融

関係などについては、店を閉めるとか、その具体的

なところまでお話になっているかどうかわかりませ

んけれども、そういうような経営に関する部分の御

相談がありました。 

 そういうようなことも受けまして、先ほどお話を

しました経営安定資金枠に、今回の影響のある方を

融資枠として拾えるように調整を進めているとこで

ございます。 

○古都宣裕委員 観光被害等についてわかりまし

た。 

 あと、観光もなんですけれども、空港は実は震災

当日昼過ぎぐらいまで動いていて、飛行機がどんど

ん来て、観光客が来てしまっていた現状で信号等も

全部とまっている中で、網走に来て何かすごく困っ

てしまったなというような話とか、そういった部分

っていうのが実際あったのでしょうか。 

○二宮直輝観光商工部参事監 直接的に市の方には

入っておりませんでしたけど、観光協会に当日の宿

泊の紹介など、そういった照会があったという報告

は受けております。 

○古都宣裕委員 観光でものすごい仕方ない部分も

あるんですけど、そういった思い出にしてしまった

というのは、ちょっと残念なんですけれども、あと

は、防災のほうですけれども、避難所開設されて、

発電機もちゃんと備蓄されて、携帯充電など家で過

ごせるけれども電源が確保できる環境を整えたのは

本当によかったなと思うのですけれども、その際の

実際そこに泊まられて避難された方もいれば、充電

だけ利用された方もいらっしゃると思いますし、そ

の中で備蓄品をどれだけ、どのように使ったのかと

いう使用状況というのは、今の時点ではわかります

でしょうか。 

○岩永雅浩企画総務部長 共通のフレームで整理し

たものは、現在のところはありません。 

 ただ、宿泊というか避難をされて宿泊を伴ったと

いう方は、かなり限られておりましたし、実は多く
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は観光客の皆さんでした。 

 なので、食事の提供はしましたけれども、ほぼ備

蓄品で行って一部避難所では、そこの施設にある飲

食店から食料提供いただいたりということがあった

り、そういうこともありましたが、今、どんなもの

をどれほど使って、どんなものが足りなかったのか

の確認中です。 

 ただ、感覚として、かなり使ったのは発電機の燃

料、それがくみ上げも当初できないということもあ

りましたので、備蓄品が適量なのかどうかという辺

りをかなり心配しましたが、当面、今回の災害中で

は足りたという報告をいただいております。 

○古都宣裕委員 あと１点気になるのですけれど

も、こういった防災、災害時に使用するということ

で、防災Ｗｉ-Ｆｉを導入したと思うのですけど

も、この使用状況はどういったような形になってい

たのでしょう。 

○岩永雅浩企画総務部長 移動式のＷｉ-Ｆｉにつ

いては使用しませんでした。 

 まず移動式Ｗｉ-Ｆｉ以前に、各モバイル会社の

基地局がダウンをしていくという実態がありまし

て、そこに接続する機械を持って行っても使えない

だろう、逆にストレスを与えるということで出しも

しなかったというのが実態です。 

○金兵智則委員 他にございますか。 

○川原田英世委員 いろいろと切りがないくらいた

くさんのことがあったと思うんですけども１点、私

のほうから伺います。 

 ガソリンについてですが、すぐに朝というか夜

中、同時にスタンド経営者何人かと一緒に居たもの

ですから、どうなってるのかという話をしたら、発

電機がないと燃料は出すことができないと。 

 出せるスタンドは網走に何件かという話になっ

て、そうとは言ってもすぐ回復するだろうなんて言

っていたら、なかなかそうならなかったということ

で、案の定スタンドが大混乱して、皆さんスタンド

を探して走ったということで、ただそれでも何とか

供給されたのですが、そのときの経営者の話では逆

にガソリンが網走に届かず、限られていて、これは

長期化したらもっと大変なことになったかもしれな

いなということで話があったのですけども、そこら

辺の各スタンド状況だとか、そういうことは把握さ

れているのでしょうか。 

○岩永雅浩企画総務部長 総務防災課で把握をして

いたのは、東日本大震災を契機に、非常電源を使っ

て、くみあげができるスタンドがどこかということ

を確認しておりましたので、そこに連絡をさせてい

ただいて、緊急車両について優先してほしいという

ことで救急車であったりポンプ車だったり、あるい

は広報車であったりというところの給油を急いでい

ただいたということをしておりますけれども、ほか

のところについて具体的に在庫量確認していたり、

ないところの供給の時期はいつだとかというのは確

認ができていなかったはずです。 

○金兵智則委員長 その他よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 それではこの件につきましては、この辺で締めさ

せていただきたいと思います。 

 その他委員、理事者から何かございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、ここで理事者退席のため、暫時休憩い

たします。 

午後３時16分休憩 

午後３時17分再開 

○金兵智則委員長 明記はしていませんでしたけど

も、その他で秋季視察調査、秋季視察調査の実施に

ついてであります。 

 前回の委員会にて、永本委員よりバイオマス発電

所に、それから松浦委員よりサケ定置網の水揚げの

様子についての見学の希望がありました。 

 それにつきましてですけれども、サケ定置網の水

揚げに関しては、見学は可能ではあるそうですけれ

ども、ＥＵ向けＨＡＣＣＰの関係により、遠目で見

るという形になります。 

 さらに、これを見に行くとなると朝６時から７時

という時間帯になり、そのあとが続いていかないと

いうことになります。 

 前までは、感動朝市がやっておりましたので、見

て朝市で食事をとってさらに視察という形をとって

いたものですから、そういう形をとれていたのです

が、今そのような状況でありますので、今回に関し

ては、サケの定置網の水揚に関しては対象から外さ

せていただきたいなというふうに思うのですが、よ

ろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 大変申しわけございません、そこについては対象

から外させていただきます。 

 現在、バイオマス発電所、永本議員からあったの

を含めて水産科学センター、それから麦乾施設の調

査ということで、３件で調整中となっております。 
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 この３件、10月31日であれば視察が可能というよ

うな状況になっておりますが、10月31日午後から、

この３件を視察調査するということでよろしいでし

ょうか。 

 何かプラス、ご希望ありますでしょうか。 

 ルートは別途ということで、そしたら10月31日、

多分、午後からという形になると思いますけども、

視察を行いたいというふうに思いますが、そちらで

よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

ではそのようにさせていただきます。 

 委員の皆様からございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければこれで総務経済委員会を終了させていた

だきます。 

 お疲れ様でした。 

午後３時20分閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


